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ABSTRACT 
 The month following the Great East Japan Earthquake, Research Center for Technology in Disaster 
Reduction and Construction of Social System was established in April 2011. Center has been working on 
“the technical development and support for creative revival, and promotion of the cooperation education of 
the area”, and opened the satellite information booth in downtown Hachinohe in March 2012 as a base of 
the local related education. Specifically there has been used for giving free periodically lectures, 
introducing the research of Center and holding special exhibitions. Now we would like to report the 
activities for two years at the satellite information booth. 
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information transmission 
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1. はじめに 
 2011 年 3 月の東日本大震災の被災地にある八
戸工業大学は，翌月の 2011 年 4 月に「防災技術
社会システム研究センター」（以下「センター」
と略記）を設置して，全学的な地域連携活動に


















  平成  26 年 1 月 8 日 受付 
 † 社会連携学術推進室 
 †† 学長補佐・入試部長（前・社会連携学術推進室） 
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ている。図 2.1 にサテライトのロゴマーク，図 2.2 
にサテライト前通路からの外観，図 2.3 に内部の
様子，また，図 2.4 に展示品の一部を示す。 
 (1) 住所 
〒 031 - 0042 青森県八戸市大字十三日町 1 
VIANOVA 2F 北ウィング 
 (2) 面積 
48.426㎡（ 14.649 坪） 
 (3) 設備類 
PC 2 台，インクジェット複合機 1 台，長机 6 台，
学校用机 2 台，事務用机，テーブル 2 台，椅子 7 











ー 3 台 
・八戸市防災マップ（平成 20 年 3 月作成版 1 枚， 





図 2.2   サテライト外観（ 2013 年 8 月） 
 
図 2.3   サテライト内部の様子（ HIT ウィークエンド講座；
2013 年 9 月） 
 
 
図 2.4   サテライト展示品（湯の花，リン・カリ肥料，シン
チレーションサーベイメータ，GM サーベイメータ，
家庭用放射線測定器） 

















 3.1  2012 年度 
 毎回午後 2 時と午後 3 時に主に震災関連の講演
を約 30 分行った。全 36 講座を 47 日間の日程で
実施し，参加者総数は 136 名であった。 
 図 3.1 に開催時の様子，表 3.1 に開催講座一覧
を示す。 
 
 3.2  2013 年度 
 土曜・日曜の午後 1 時半と午後 4 時に約 1 時間
講演し，その後質疑応答の時間を設けている。
今年度は震災以外のテーマも盛り込み，多彩な
内容の講座を開催している。2014 年 1 月 12 日現
在，32 講座を実施しており，参加者総数は 263 
名である。 




図 3.1   2012 年度 HIT ウィークエンド講座の様子 
表 3.1 2012 年度 HIT ウィークエンド講座一覧 
開 催 日 タイトル 











6月 9 , 1 0日 放射線と星のはなし 



















8月 4日 三味線演奏の自動採譜技術（実演） 
8月 5日 バスナビゲーションシステムの開発 
8月25日 壁移動ロボットシステムの開発 
8月26日 巡回セールスマン問題の解き方 
9月 1日 意外に身近にある超電導装置 




9月2 2 ,2 3日 
スマートデバイスによる周辺情報の 
監視 
9月2 9 ,3 0日 人工衛星で見る大規模災害 
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開 催 日 タイトル 













7月 6日 食用菊の健康機能 




















































図 3.2    実験で使用する柿渋エキスなどを並べたテーブ
ルを囲み，メモを取りながら聞き入る参加者た
ち( HIT ウィークンド講座「微生物を使った放
射性金属の除去」2013 年 9 月 22 日) 
図 3.3   自宅等の地盤情報について市民の関心が高く，30 
名を超える参加者が活発に質問を交わしていた
( HIT ウィークンド講座「八戸の地盤と揺れやす
い場所・液状化しやすい場所」2014 年 1 月 12 日)






























表3.3 2013 年度 HIT ウィークエンド講座受講者アンケー
トの回答（一部） 
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4.展示 
 4.1 常設展示（ 2012 年度）  





ていた。図 4.1 にその展示の様子を示す。 
 
 4.2 企画展示（ 2013 年度） 
 (1)  八戸港・津波の爪痕写真展「あの日の記憶」




た。図 4.2 にその様子を示す。 
 (2)  津波記録写真展「蕪島」（ 2013 年 8 月） 














図 4.1    2012 年度サテライト常設展示の様子（左側が児童ら
作成の防災マップ，右側が震災研究紹介パネル） 
























 (3)  防災減災促進展「今日から実践!! わたし


















図 4.5    防災減災促進展での防災マップの比較掲示と災害情
報の掲示の様子 
 4.3 研究パネルの展示 
 センターのグループ毎に研究紹介を行った。 
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5. 防災 DVD 上映会 
 防災や放射線に関する情報に接して頂くため



















 6.2 家庭用放射線測定器の貸出し 
 身の回りの放射線量を知り，関心を持って頂
くため，エステーエアカウンタ  ーS を貸出用とし
て 8 台用意している。貸出しは無料で，期間は原
則 1 週間である。図 6.2 に示すのが，貸出器本体
と貸出案内のチラシである。 
 平成 25 年 12 月末現在までの貸出実績は 16 件
で，自宅周辺の放射線測定が主な目的である。 
 
 6.3 食品放射能スクリーニング 
 ATOMTEX 社 GAMMA ACTIVITY MONITOR 











る。ヨウ素 131，セシウム 134，セシウム 137，カ
リウム 40 の 4 種類の放射性物質の有無を試料 1 
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7. 情報発信 

















ネルギー・環境フォーラム in 八戸（平成 24 年 
9 月 11 日）報告書 
・市民のための国際防災フォーラム（平成 24 年 




















 8.1 サテライト来場状況 
 開設から平成 25 年 12 月末までのサテライト利
用者数の合計は 3039 名であり，図 8.1 に示すよう
に，その内訳を来場目的別に見ると，放射能測
定や測定器レンタル等放射線関連が 104 名，常設
展・企画展見学が 1114 名， HIT ウィークエンド
講座参加が 369 名，防災資料や本学広報資料閲覧
が 955 名，その他ミーティングや休憩などが 497 
名である。 
 






 (1)  サテライトのことを知ったきっかけ 
・新聞（ 24 % ） 
・ポスター，チラシ（ 31 % ） 
・インターネット（ 17 % ） 
・通りがかり（ 24 % ） 
・その他（ 24 % ） 
友人の紹介，館内放送，スタッフの案内など 
 












・もっと PR したほうがよい 
















進活動の締めくくりには，企画展「第 2 回 市民
と一緒に考える国際防災フォーラム（平成 25 年 
10 月 30 日開催）ポスターセッションパネル展」
（ 2 月～ 3 月）と，今年度開催した HIT ウィーク
エンド講座の中から人気講座の再講演をする特
別週末イベント「アンコール！ HIT ウィークエ

















活用している。開設してからの 2 年間の活動を報告する。 
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